
春
の
田
植
え
か
ら
、
夏
の
水

の
見
回
り
ま
で
、
み
ん
な
僕
ら

の
手
で
や
り
ま
し
た
。
 

休
耕
田
を
借
り
う
け

て
の
学

校
田
は
、
先
ぱ
い
た
ち
か
ら
引

き
つ
が
れ
て
来
た
も
の
で
す
。
 

日
記
を

つ
け
て
い
る
と
、
稲

の
育
ち
や
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
苦
労
が
身
に
し
み

て
わ
か
り
ま
す
。
 

今
年
も
み
ん
な
で
刈
り
取
り

を
し
ま
し
た
が
、
天
気
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
の
で
、
思
い
の
外

の
豊
作
に
大
喜
び
で
す
。
 

今
日
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
も

手
伝
っ
て
、
こ
う
れ
い
に
な
っ

て
い
る
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。
 

力
自
慢
が
代
わ
る
が
わ
る
き

ね
を
振
る
い
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
上
手
に
あ
い
ど
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。
 

試
食
会
に
は
、
全
校
生
徒
だ

け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
た
ち
も

に
こ
に
こ
顔
で
参
加
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
に
行
く
お

父
さ
ん
た
ち
と
の
お
別
れ
会
も

兼
ね
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

つ
い
た
餅
は
、
あ
ん
こ
を
い

っ
ぱ
い
入
れ
て
、
大
福
や
お
し

る
こ
に
し
て
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
 

大
に
ぎ
わ
い
で
す
。
 

み
ん
な
も
、

い
つ
に
な
く
お

し
ゃ
べ
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

お
父
さ
ん
、
け
が
ゃ
病
気
を

し
な
い
で
、
春
に
は
元
気
で
帰

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
五
所
川
原
市
字
岩
木
町

1
2
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す
。
 

新
市
地
域
で
は
、
週
一
回
 

「燃
え
な
い
ゴ
ミ
J
だ
け
の

収
集
と
な
り
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
は
（
き
み
か

ら
、
豆
が
ら
、
生
の
草
木
の

枝
）
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
 

ゴ
ミ
収
積
場
所
以
外
の
不

法
投
棄
は
法
律
に
よ
っ

て
処

罰
さ
れ
ま
す
か
ら
＋
分
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
市衛
生
課
）
 

広報ごしょがわら 	 （578号） ② 昭和59年（1984年）11月1日 

市
制
三
十

周
年
記

念
事
業
 

水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業
に着
手
 

こ
の
事
業
は
、
国
や
県
の
協

力
を
得
て
当
市
の
歴
史
的
‘
地

理
的
条
件
等
の
特

性
を
生
か
し

つ
つ
、
水
と
緑
の
豊
か
な
空
間

を

つ
く
り
『
堰
の
再
生

・
都
市

の
再
生
』
を
基
本
理
念
と
し
て
、
 

北
国
の
J風
土
に
ふ
さ
わ
し
い
都
 
 

市
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
 

昨
年
度
計
画
が
策
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

全
体
計
画
で
は
、
市
街
地
で

堰
に
沿
っ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る

未
利
用
空
地
十
九
ケ
所
を
候
補

地
と
し
、
利
用
人
ロ
の
予
測
、
 
 

公
共
施
設
及
び
既
存
緑
地
と
の

関
連
な
ど
を
考
慮
し
個
別
整
備

地
区
に
五
地
区
を
選
定
し
ま
し
 

た
 。

 こ
の
中
か
ら
、
昼
間
人
口
が

よ
り
多
く
商
業
活
性
化

へ
の
寄

与
、
他
施
設
・
地
区

な
ど
の
連

続
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
先
導
的

効
果
が
期
待
で
き
る
『
新
町
・

布
屋
町
地
区

』
の
一

部
を

同

事
業
で

五
十
九
年
度
か

ら
三

ケ
年
計
画
で
実

施
す
る
も

の

で
す
。
 

こ
の
度
、
下
堰
対
策
協
議
会

並
び
に
地
権
者
等
の
ご
協
力
を

得
ま
し
て
、
本
年
度
の
事
業
分

に
つ
い
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
工
事
期
間
は
五
＋
九

年
十
月
十
二
日
か

ら
六
十
年
三

月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
実
施
区
域
周
辺
の
皆

さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本

事
業
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

又
、
そ
の
他
の
個
別
整
備
地

区
に
つ
い

て
も
、
国
の
関
連
事

業
等
の
導
入
に

よ
っ
て
順
次
整

備
す
る
予
定
で
す
。
 

（
都
市
建
設
課
計
画
係
費

二
五
 

ー
一
 
一
 

内
線
二
二
五

）
 

電
磁
調
理
器
寄
贈
 

東
北

電
力
が

サ
ー
ビ
ス
旬
問
 

東
北
電
力

（
株
）
五
所
川
原

営
業
所
（
白

取
正
男
所
長
）
は
 

一
般
家
庭
か
ら
一
時
的
に

出
さ
れ
る
ゴ

ミ
十
キ
ロ
グ

ラ

ム
未
満
ま
で
は
、
決
め
ら
れ

た
日
の
午
前
六
時
三
十
分
か
 

ら
午
前
八
時
三

十
分
の
間
に

所

定
の
集
積
場
所

に
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
全
く
不
規
則
な

日
時
に
出
す
方
が
多
く
、
犬
、
 

ね
こ
の
い
た
ず
ら
で
散
乱
が

ひ
ど
く
、
ま
た
、
も
の
す
ご

い
臭
気
で
集
積
場
所
周
辺
の

方
々
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
 
 

十
月
十
五
日
か

ら
始
ま
っ
た
秋

の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
一
環
と
し

て
十
六
日
「

一
日
営
業
所
長
」
 

の
辞
令
交
付
を
し

ま
し
た
。
 

「
一
日
所
長
」
に
委
嘱
さ
れ

た
の
は
、
県
西
北
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
カ
ー
、
三
上
信
子

さ
ん

（
二
五
）
で
白
取
所
長
か

ら
三
上
さ
ん
に
辞
令
を
手
渡
し

た
あ
と
、
市
福
祉
事
務
所
を
訪

れ
、
“三
上
所
長

）
か
ら
電
磁
調

理
器
一
台
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
 

市
で
は
、
市
内
前
田
野
目
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「あ
 

て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
 

一
般
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
は
、
 

必
ら
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
と

日
時
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

お
た
が
い
に
ち
ょ

っ
と
し
た

心
づ
か

い
か
ら
住
み
よ
い
環

境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
 
 

か
ね
荘
」
で
さ
っ
そ
く
使
わ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
す
と
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。
 

で
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。
 

新
築
、
増
改
築
し
た
家
屋
 
一
 

（
建
物
構
築
物
等
）
の
廃
物
 

（
ト
タ
ン
、
石
、
セ
メ
ン
ト
、
 

断
熱
、
木
材
等
）
及
び
土
木
、
 

建
築
工
事
な
ど
の
際
に
生
ず

る
“
が
れ
き
〈
等
は
す
べ
て

各
自
の
家
庭
で
処
理
（
搬
出
）
 

ま
た
は
収
集
業
 

者
に
依
託
処
理
 

を
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

水緑公園に生れ変わる新町・布屋町地区 

電磁調理をプレゼントする三上さん 

ゴ
ミ
処
理
の
仕
方
を
 

も
う

一
度
確
か
め
ま
し
よ
う
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[‘二師叫 ，ョー 
ー， 

記念大会であいさつをする小野会長 

五
所
川
原
地
区
防
犯

協
会
創
立
三
十

周
年
 

記
念
大
会
で
誓
い
新
た
 

「
 
 

東
北
に
お
け
る
人
口
概
ね

五
万
人
以
下
で
か

つ
農
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
い
る
二
十

六
都
市
で
組
織
し
て
い
る
、
 

東
北
に
お
け
る
小
規
模
都
市

振
興
の
た
め
の
研
究
会
（
会
 

町
）
 

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

ロ
講

演
「
四
全
総
と
東
北
 

小
都
市
の
課
題
と
展
望
」
 

o
講
師
 
照
井
清
司
氏
（
国
 

土
庁
地
方
振
興
局
東
北
開
発
 

ロ
事
例
報

告
「
民
話
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
 

〇
発
表
者
 
小
原
正
巳
氏
 

（岩
手
県
遠
野
市
長
）
 

ロ
事
例
報
告
「
市
民
と
の

共
同
の
ま
ち
づ
く
り
」
 

長
、
五
所
川

原
市
長
 
森

田
稔
夫
）
で

は
、
次
に
よ
 

小
都
市
活
性
化
の
道
を
さ
ぐ
る
 

セ
II、
ナー
に
市
民
も
ご

参
加
を

ノ
 

〇
発
表
者

千
田
謙
蔵
氏
 

（
秋
田
県
横
 

手
市
長
）
 

り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

▽
期
日
 
十

一
月
八
日
困

午
後
一
時
 

▽
場
所
 
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原

（
市
内
布
屋
 

室
長
）
 

ロ
講
演
「
都
市
の
個
性
と
 

地
場
産
業
」
 

〇
講
師
吉

永
芳
史
氏
（
弘
 

前
大
学
人
文
学
部
教
授
）
 

※
な
お
、
参
加
ご
希
望
の

方
は
市
秘
書
企
画
課
企
画
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
。
 

三
五
ー
二
一
一
一
 
内

線
三

一
八
ー
三
一
九
番
）
 

昭和58年（ 8 月末） 昭和59年（ 8月末） 

発生 検挙 人員 発生 検挙 人員 

殺 	人 2 2 1 1 1 

強 	盗 3 3 4 1 

放 	火 3 3 1 1 1 1 

強 	姦 2 2 1 1 1 1 

暴 	行 3 3 I 1 1 

傷 	害 7 7 19 10 10 12 

脅 	迫 2 2 2 1 1 1 

恐 	喝 5 5 6 7 5 14 

窃 	盗 533 444 120 399 335 89 

詐 	欺 61 40 11 43 70 24 

偽 	造 53 18 13 35 

横 	領 2 2 1 1 3 

漬 	職 1 1 

わいせっ 2 4 4 2 

と 	博 5 5 15 

公 	妨 1 I 1 1 1 1 

住 	侵 1 1 1 

遺 	棄 1 1 

器物損壊 1 1 2 

計 682 540 184 486 469 151 

検挙率 79.2% 96.5% 

（資料提供五所川原警察署） 

刑法犯発生検挙状況 

「少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
浄
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

十
月
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
、
 

市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
、
五

所
川
原
地
区
の
防
犯
指
導
隊
員
、
 

防
犯
婦
人
部
員
ら
七
百
名
が
参

加
し
て
、
五
所
川
原
地
区
防
犯

協
会
創
立
三
十
周
年
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
永
年
、
防
犯
活

動
に
功
労
が
あ
っ
た
十
団
体
と
 
 

個
人
八
名
に
地
区
防
犯
協
会
長

と
五
所
川
原
警
察
署
長
連
名
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
小
野
地
区
防
犯
協
会

長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
 
「犯
罪

と
事
故
の
無
い
明
る
い
街
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
」
と
固
い
決

意
を
述
べ
、
地
代
所
警
察
署
長

か
ら
は
「
少
年
の
非
行
防
止
に

は
、
家
庭
に
お
け
る
「
し
つ
け
」
 

が

一
番
大
切
で
あ
る
」
と
の
、
 
 

説
明
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
 

来
賓
の
森
田
市
長
は
「

こ
の

三
十
周
年
記
念
大
会
を

契
機
に

し
て
心
新
た
に
団
結
し
、
さ
ら

に
実
効
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
中
野
鶴
田
町
長
、
寺

田
市
議
会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
 

福
士
地
区
防
犯
指
導
隊
長
が
大

会
宣
言
を
行
な
い
、
記
念
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
0
 

大
会
の
あ
と
、
参
加
者
一
同

は
、
県
警
音
楽
隊

の
演
奏
す
る

マ
ー
チ
に
の
っ
て
市
内
の
繁
華

街
を
パ
レ
ー
ド
し
、
少
年
非
行

の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
立
五
所
川
原
小
学

校
の
鼓
笛
隊
四
百
名
も
応
援
に

か
け
つ
け
、
見
事
な
演
奏
で
パ

レ
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

団
体
の
部
 

▽
株
式
会
社
櫛
引
工
業
所

▽
西
北
五
遊
技
業
協
同
組
合

▽
西
北
五
遊
技
業
協
同
組
合

防
犯
協
力
会
 

▽
青
森
工
藤
パ
ン
商
事
株
式

会
社
 

▽
五
所
川
原
地
区
金
融
機
関

防
犯
協
力
会
 

▽
朝
日
会
館
 

▽
大
東
会
館
 

▽
北
大
パ
チ
ン
コ
 

▽
太
陽
ホ
ー
ル
 

▽
株
式
会
社
金
星
 

個
人
の
部
 
 

▽
斎
藤
昇

（
元
防
犯
指
導
隊
 

長
）
 

▽
鶴
谷
初
太
郎
（
防
犯
副
会
 

長
）
 

▽
福
士
孝

一
 
（
防
犯指
導
隊
 
 

長
）
 

▽
高
松
誠
造
（
防
犯
協
会
理
 

事
）
 

▽
三
浦
忠
四
郎
（
菖
蒲

川
支
 

部
長
）
 
 

▽
大
溝
善
逸
（
補
導
協
力
員
）
 

▽
対
馬
米
蔵

（
前
飯
詰
支
部

長
）
 

▽
工
藤
義
一
 
（
六郷
支
部
理
 

事
）
 

（
敬
称略
）
 



い
。
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
出
来
な
い
。
 

市
で
は
、
明
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
（
園
）
に

入
所
す
る

児
童
の
申
請
を
次

の
と
お
り
受

け
付
け
し
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 

十
一
月
一
日
（
木
）
ー
十
二
月

一
一
十
日
（
木
）
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所

（
入
所
申
請

用
紙
は
、
当
所
及
び
各
保
育
所
 

（
園
）
に
あり
ま
す
。）
 

▽
対
象
児
童
 

生
後
四
ケ
月
以

上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

が
出
来
な
い
次
の
①
‘
⑥
ま
で

の
事
情
に
あ
る
家
庭
。
 

①
母
親
が

家
庭
以
外
で
仕
事

を
し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
、
 

そ
の
他
の
方
も

保
育
出
来
な
い
。
 

②
母
親
が

家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し

て
い
て
、
使
用

人
が
い
な
い
家
庭
。
 

③
母
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

の
理
由
に
よ
り
母
が

い
な
い
家

庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た

れ
な
い
。
 

④
母
親
が

出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等
で
、

保
育
が
出
来
な
 

育
が
出
来
な
い
。
 

▽
入
所
の
決
定
 

家
庭
構
成
の
状
況
、
 と
く
に
 

⑥
家
庭
の
災
害
（
火
災
、

風

水
害
等
）
の
た
め
復
旧
の
間
保
 

保
護
者
で
あ
る
母
親
の
労
働
形

態
、
家
庭
環
境
及
び
そ
の
他
の

状
況
を
面
接
、
実
態
調
査
し
、
 

決
定
し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所

（
園
）
の
定
員
を
こ

え
る
場
合
は
、
そ
の
保
育
を
要

す
る
程
度
の
高
い
も

の
か
ら
定

員
の
範
囲
内
で
順
次
入
所
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
は
土
曜
日
の
午
 

後
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い

た
ほ
か
は
毎
日
受
け
付
け
し

ま

す
。
 

▽
軽
い
心
身
障
害
児
も
受
け
付
 

+I
 お

お
む
ね
四
歳
以
上
で
、
集

団
保
育
が
可
能
な
通
園
出
来
る

軽
度
の
心
身
障
害
児
も
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
入
所
保
育
園
は
第
一

さ
つ

き
保
育
園
で
す
。
（
雛
田
）
 

▽
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
福
祉

事
務
所

・
児
童
係
（
。
⑩
ー
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
四
三
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ

い
。
 

叫
総
誤
一
 

昭
和
6
0年
度
 

玖
「
二
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保育所（園）の定員 

保育所（園）名 所在地 定員 

五所川原保育園 柳 	町 60 

若 葉 保 育 園 飯 	詰詰 60 

三 好 保 育 所 鶴 	ケ 	岡 60 

さ か え 保育園 湊 60 

藻 川 保 育 園 藻 的 

まっしま団地保育園 松 	島 	町 90 

中 川 保 育 園 川 	山 60 

七 和 保 育 園 羽 野 木 沢 60 

か ま や保育園 鎌 	谷 	町 60 

津軽野保育園 米 	田 90 

梅 田 保 育 園 梅 	田 90 

第一さっき保育園 雛 	田 90 

さく ら 保育園 蓮沼（平和町） 60 

新宮団地保育所 若葉（新宮団地） 60 

第二さっき保育園 下 平 井 町 60 

長 橋 保 育 園 神 	山 印 

な おみ保育園 み ど り 町 的 

たかたて保育園 飯 	詰 60 

母子、寡婦福祉資金 
予約貸付実施のお知らせ 

昭和60年 4月、高等学校等に進学する者を現に扶養している配偶 

者のない女子に対し予約貸付を実施しますので、対象者の方は申請 

手続きをしてください。 

この予約貸付実施については、母子・寡婦家庭の児童が高等学校 

等に進学するにあたり、あらかじめ資金貸付の可否を決定し、入学 

したとき確実に貸付けが受けられることにより、進学を容易にする 

ために実施します。 

ン対象者 

昭和60年 4月、高等学校、短期大学、大学、高等専門学校及び 

専修学校に進学する者等を現に扶養している配偶者のない女子。 

レ貸付の対象となる資金 

(1）修学資金 

(2）修業資金 

(3）就学支度資金 

レ貸付申請書の提出先 

市福祉事務所（児童係） 

申請書は当所にあります。 

レ貸付申請書の提出期限 

59年11月1日（木）から12月20日（木）まで。 

詳細については、市福祉事務所（児童係）n電シ2111 内線 243 

番へお間い合わせください。 



(578号） 

確かめていますか。使用

中も、、5、きこぼれや、風

で火が消えていないか確

かめていますか。 

⑦元栓 

外出などでガス器具を

使わないときは、元栓を

閉めていますか。 

使っていない元栓には、 

ゴムキャップがついてし、 

ますか。 

⑧．i、ろ 

ふろには排気筒（煙突） 

と給気口がありますか。 

割れしていませんか。 

④ガス漏れ警報器 

ガス漏れ警報器は設置

してありますか。取り付

けてある場合は、ガス器

具から 4 メートル以内、 

床上30センチ以下の位置

にありますか。 

⑤換気 

ガス器具を使っている

ときは、換気に十分気を

つけていますか。 

⑥点火、消火 

点火、消火は必ず目で 

広報ごしょがわら ⑤ 昭和59年（1984年）11月I日 

①ガスボンへ 

10キ口以上の力スボン

べは地震などに備えて鎖

などで固定してますか。 

②金属管 

国定式のガス器具には

金属管または金属フレキ

菅 金属製で自由に動く

管ノを使っていますか。 

③ゴム管 

ゴム管は十分差し込み、 

ホースノくンドでしっかり

止めてありますか。また、 

ゴム管が古くなり、ヒビ 

のところに

ママークを入れ

てチェックして

みてください。 

LPガスを安全に使うための 

“ちよっとの用心“チェツクシート 

LP力スは、d、ろ・

暖房・調理など、家庭

用ェネルギーとして日

常生活に欠かせないも

のとなっていますコし

かし、ちょっとした不

注意から思わぬ事故を

起こすこともあります

事実、事故の約70ノくー 

セントは、器具の操作

を問違えるなど使用者

の不注意が原因となっ

ています 

事故を防ぐためには、 

日ごろの点検が重要な

ポイントになります

そこで、  LP力スを

安全に使うためのチェ

ソクボイントを考えて

みました。 

1
1
月
は
雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間
 

雇
用
保
険
が
受
け
ら
れ
る
の
は
 

仕
事
探
し
を
し
て
い
る
人
だ
け
で
す
 

雇
用
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
失
業

し
た
場
合
に
、
そ
の
間
の
生
活
と
仕

事
探
し
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
積
極
的
に
就
職
し
よ
う

と
す
る
意
欲
と
、
就
職
で
き
る
能
力

が
あ
り
、
実
際
に
仕
事
探
し
を
し

て

い
る
人
に
限
っ
て
、
雇
用
保
険
は
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

〈
不
正
受
給
は
巌
し
く
処
分
〉
 

こ
の
よ
う
な
、
雇
用
保
険
の
制
度

の
趣
旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て
い
る

の
に
そ
の
事
実
を
届
け
出
な
い
な
ど

の
や
り
方
で
雇
用
保
険
を
不
正
に
受

け
た
場
合
は
、
厳
し
く
処
分
さ
れ
ま
す
。
 

処
分
の
内
容
は
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
悪
質
な
場
合
に

は
、
不
正
に
受
給
し
た
金
額
の
二
倍

の
額
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
り
、
詐
欺
罪
な
ど
に
よ
り
処
罰

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

全
ニ
百
日
分
の
支
給
額
は
 

保
険
料
九
十
年
分
〉
 

み
な
さ
ん
の
中
に
は
「
雇
用
保
険

は
、
自
分
で
納
め
た
も
の
だ
か
ら
返

っ
て
き
て
当
た
り
前
だ
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
・
 
こ
れは

大
き
な
間
違
い
で
す
。
例
え
ば
、
失
 
 

業
し
て
三
百
日
分
の
雇
用
保
険
を
も

ら
っ
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

額
は
月
々
納
め
て
い
た
保
険
料
の
お

よ
そ
九
十
年
分
に
相
当
す
る
額
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
雇
用
保
険
の
支
給

額
の
う
ち
、
自
分
が
納
め
た
分
と
い

う
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
額
は
、
他
の
労
働
者
や
事
業
主

の
方
々
が
納
め
た
保
険
料
と
、
国
民

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

〈
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
 

有
効
な
活
用
を
〉
 

こ
の
よ
う
な
大
切
な
雇
用
保
険
が

正
し
く
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
不
正
受

給
に
対
し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 

、
ンス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
そ
の
防
止
、
摘
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
不
正
受
給
は
依
然

と
し
て
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

十
一
月
は
、
コ
雇
用
保険
不
正
受
給

防
止
啓
発
月
間
」
で
す
。
 

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
現
在
雇
用

保
険
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
だ
け
で

な
く
、
労
働
者
、
事
業
主
そ
の
他
の

皆
さ
ん
も
、
雇
用
保
険
を
正
し
く
理

解
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
）
 



納
期
限
 
十
「
月
三
十
日

国
民
健
康
保
険
税
 

三
期

固
定
資
産
税
 

四
期
 

ま
せ
ん
か
。
今

一
度
納
付
書
 

を
た
し
か
め
て
未
納
の
時
は
 

す
み
や
か
に
納
付
し
て
く
だ
 

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
 

で
強
調
期
間
を
設
け
て
納
税
 

者
の
納
期
内
完
納
、
滞
納
者
 

納
期
限
 
十
ニ
月
ニ
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 

四
期

市
県
民
税
 

四
期
 

滞
納
や
納
付
も
れ
は
あ
り
 

市
税
鬼
織
に
一
 
」協
力
を
 

さ
い
。
 

の
自
主
納
税
促
進
、
滞
納
整

市
で
は
納
税
貯
蓄
組
合
連
 

理
等
年
内
完
納
を
目
途
に
強

合
会
と
提
携
し
、
十
一
月
一
 

調
運
動
を
実
施
中
で
す
。
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訪
問
販
売
に
ご
注
意
 

消
火
器
押
し
付
け
る
 

最
近
県
外
業
者
に

よ
る
消
火

器
の
“
押
し
付
け
訪
間
販
売
“
 

が
市
内
で
続
発
し

て
い
ま
す
。
 

「消
火
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
」
「点
検
に
来
た
」
 

な
ど
と
、
言
葉
巧
み
に

一
般
家

庭
に
入
り
込
み
、
時
に
は
態
度

を

一
変
さ
せ
て
強
い
調
子
で
売

り
込
む
商
法
で
す
。
 

県
内
業
者
は
訪

問
販
売
し
て

お
ら
ず
、
東
北
、
関
東
の
業
者

ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
最
近
は
売
り
込
み
方
が

一

段
と
巧
み
に
な
り
、
明
ら
か
に

ウ
ソ
と
わ
か
る
表
現
を
避
け
て
、
 

違
法
ス
レ
ス
レ
の
と
こ
ろ
で
販

売
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
 

▽
業
者
は
次
の
よ
う
な
手
口

で
押
し
付
け
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
 

m
消
火
器
の
設
置
を
義
務
づ
 

国
連
青

少
年
の
家

か
ら
お

知
ら
せ
 

市
立
図
書
館
よ
り
「
ア
ス
カ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
全
一
〇

七
巻
」
が
配
本
さ
れ
ま
し
た
o
 

海
外
各
国
の
地
理
、
美
術
、
 

観
光
、
風
俗
、
趣
味
な
ど
を
カ

ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
o
 
 け

て
い
る
。
備
え
て
い
な
い
と
、
 

罰
金
ぐ
ら
い
で
は
済
ま
な
い
。
 

②
町
内
会
で
消
火
器
を
販
売

し
て
い
る
。
お
隣
り
も
購
入
し

た
の
で
、
お
宅
で
も
購
入
す
る

義
務
が
あ
る
。
 

⑧
消
火
器
の
点
検
と
ア
ン
ケ
 

ー
ト
調
査
に
来
た
。
な
ど
と
あ

た
か
も
消
火
器
を
購
入
し
な
け

れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
よ
う
な
押
し

付
け
販
売
も
見
ら
れ
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
で

は
消
火
器
等
の
販
売
は
、

い
っ

さ
い
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
購
入
を
勧
め
ら
れ
て

不
審
に

思
わ
れ

た
方

は
、
消

防
本
部
予
防
課

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 
（
。一
ニ
五ー
一
一

〇
一
九
 
内
線
二
六
番
）
 

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
、
 

楽
し
み
な
が
ら
英
語
の
学
習
に

も
役
立

つ
本
で
す
。
 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

▽
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い

方
は
市
国
連
青
少
年
の
家

（
市

中
央
公
民
館
内
 
三
五
ー
六
〇

五
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

r
 税

を
知
る
週
間
 

十
一
月
十
一
日

（
日
）
か
ら

十
七
日
（
土
）
ま
で

は
「
税
を

知
る
週
間
」
で
す
。
 

国
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か

で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動

の
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕
組

み
や
使
い
み
ち
に

つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

「
こ
の
社
会
 
あ
な
た
の
税

が
 
生
き
て
い
る
」
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

5
9年
度
 

年
末
調
整
説

明
会
 

▽
十
一
月
十
三
日
（
火

）
午

後
一
時
三
十
分
 
対
象
 
官
公

庁
 ▽

十

一
月
二
十
七
日

（
火
）
 

午
前
十
時
 
対
象
 
支

店
法
人

そ
の
他

・
個
人
の
白
申
書

同
日
午
後
一
時
三
十
分
 
対

象
 
本
店
法
人
 

▽
十
一
月
二
十
八
日
（
水

）
 

午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

▽
い
ず
れ
も
市
民
文
化
会
館

で
行
い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
悩

み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を

解
消
し
、
明
る
く
楽
し

い
家
庭

生
活
を
築

い
て
も
ら
う
た
め
、
 

次
の
日
程
で
「

一
日
総
合
市
民

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
十

一
月
二
十
九
日
 

（
一
木）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
 

青森県最低賃金 

日額 3,044円 
時間給 381円 

昭和59年10月 19日から 

（精皆手当、通勤手当、家族手当等は 

~ 算入されませんL 

レ次の産業については、それぞれの産業 

別最低賃金が適用されます。 

L食料品製造業 a繊維産業 

a木材・木製品‘家具・装備品製造業 

4．出版・印刷・同関連産業 

5.機械・金属製品等製造業 

＆卸売業・小売業 

7.窯業・土石製品製造業 

8．自動車整備業 

レ最低賃金額以上の賃金を支払わなかっ 

たり、労働者への周知をしなかったと 

きは、最低賃金法違反となり処罰され 

ることがあります。 

「
一
日
総
合
市
民
相
談
所
」
を開
設
 

ま
「c
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

▽
料
金
 
無
料
で
す
。
 

▽
相
談
内
容
 
土
地
建
物
、
 

借
地
借
家
、
登
記
金
銭
貸
借
、
 

相
続
贈
与
等
、
交
通
事
故
、
困

り
ご
と
、
国
税
、
職
業
相
談
及

紹
介
、
国
道

・
県
道
並
び
に
建

築
問
題
、
中
小
企
業
の
金
融
、
 

行
政
問
題
、
家
庭
紛
争
、
離
婚
、
 

婦
人
、
母
子
家
庭
更
生
資
金
、
 

里
親
そ
の
他
心
配
ご
と
、
労
働

条
件
、
解
雇
問
題
、
賃
金
不
払
、
 

食
品
衛
生
、
健
康
相
談
、
公
害

に
関
す
る
問
題
他
。
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 
市
民
相

談
室
（
費
舶
）二
一
一
一
番
 
内
線

一
一
八一
番
）
 青森労働基準局 

最低賃金についてのご相談は、下記へお 

たずねください。 

五所川原労働基準監督署（ff - 2309) 
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3I1青森県統計大 

次期開催地のあいさつをする花田助役 

．
■
 
，
 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
貌
に
な
り
き
る
平
和
主
義
 

天
 
僧

こ
こ
だ
け
の
秘
密
は
片
目
閉
じ
て

み
せ
 

佑
 
人

坂
へ
来
て
母
の
歩
幅
で

つ
い
て
ゆ
く
 
多
喜

男
 

一
冊
の
出
会
い
挫
折
か
ら
救
い
 

き
よ
し
 

長
旅
へ
終
着
駅

の
津
軽
弁
 

順
 
坊
 

川 

柳
 

長
期
天
気
予
報
 

※
概
況
 
秋
晴
れ
の
日
が
多

い
で
し
ょ
う
。
十
一
月
後
半
に

は
時
々
季
節
風
が
強
ま
り
寒
く

な
る
見
込
み
で
す
。
初
霜
や
初

雪
な
ど
の
季
節
現
象
は
平
年
並

か
や
や
早

い
で
し
ょ
う
。
 

※
十
一
月
 
晴
れ
る

日
が
多

い
見
込
み
で
す
が
、
津
軽
下
北

地
方
及
び
三
八
上
北
地
方

の
北

部
や
山
沿
い
で
は
後
半
に
は
し

ぐ
れ
る
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
月
平
均
の
気
温
は
や
や
低

く
、
降
水
量
は
平
年
並
で
す
が
、
 

三
八
上
北
地
方
の
平
地
で
は
や

や
少
な
い
見
込
み
で
す
。
 

※
十
ニ
月
 
前
半
は
晴
れ

の

日
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
後

半
は
津
軽
下
北
地
方
及
び
三
八

上
北
地
方
の
山
沿
い
で
は
雪
の

降
る
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
月

平
均
の
気
温
は
平
年
並
、
降
水

量
も
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。
 

※
初
雪
の
平
年
値
 

青
森
 
十

一
月
十
一
日

八
戸
 
十

一
月
十
二
日

深
浦
 
十
一
月
十
一
日
 

,
 

,
 

去
る
十
月
十

八
日
、
三
沢
市

で
「
第
二
十
三

回
青
森
県
統
計

大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
永
年
に

わ
た
り
各
種
統

計
調
査
に
従
事

し
、
統
計
調
査

事
務
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、
 

表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
年
度
は
五
所
川
原

市
が
「
第
二
十
四
回
青
森

県
統
 
 

計
大
会
」
の
開
催
地
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
本
市
の
花
田
英

一

助
役
が
「
市
民

一
同
誠
意
を
尽

く
し
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
」
と

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
 

な
お
、
受
賞
者
の
う
ち
本
市

の
関
係
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
青
森
県
知
事
表
彰
 

伊
藤
博
治
、
三
上
利
雄

（
以

上
俵
元
）
、斎
藤
勝
雄

（
前
田

野
目
）
 

▽
青
森
県
統
計
協
会
長
表
彰

高
橋
武
 

（
藻
川
）
、荒
関
ト

ミ
ェ

（
雛
田
）
、時
田
智
子
 

（
松島
町
）
 

第
四
中
学
校
三
年
伊
藤
勇
 
 

司
・
和
島
有
子
（
青
森
県
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
中
学

校
の
部
入
賞
）
 

版
画
に
よ
る
 

年
賀
状
づ

く
り

教
室
 

受
講
生
を
募
集
 

い
ろ
い
ろ
な
版
画
に
よ
る
年

賀
状
づ
く
り
教
室
を
開
き

ま
す
。
 

心
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
の

年
賀
状
は
き
っ
と
喜
ば
れ
ま
す
。
 

な
お
、
当
日
の
作
品
は
、
第

三
十
四
回
全
日
本
版
画
年
賀
状

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
の
予
定
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
十

一
月
十
七
日
田

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▽
場
所
 
五
所
川
原
郵
便
局

▽
対
象
者
 
小
学
校
一
年
生
 

▽
定
員
 
五
十
名
 

▽
受
講
料
 
無
料
で
す

▽
教
材
 
彫
刻
刀
及
び
絵
具

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

の
教
材
は
、
郵
便
局
で
準
備
し

ま
す
。
 

▽
講
師
 
高
橋
恭
子
先
生
 

（
市立
五
所
川
原
小
学
校
）
 

▽
締
切
り
 

十

一
月
十
日

田
ま
で
 

▽
申
込
み
先
 
五
所
川
原
郵

便
局
（
。
三
四
ー
三
二
〇
二

番
）
 

▽
主
催
 
五
所
川
原
郵
便
局

▽
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 

豊
か
な
暮
し
と
 

住
み
よ
い
社
会
 

皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
大

切
な
お
金
は
国
の
財
政
投
融
資

計
画
の
主
要
な
資
金
と
し
て
、
 

国

・
地
方
公
共
団
体
等
に
融
資

さ
れ
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

施
設
、
学
校
、
公
園
、
道
路
な

ど
建
設
整
備
に
使
わ
れ
、
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り
に
大
い
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
郵
便
貯
金
に
対
す

る

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

年
賀
は
が

き
 

十

一
月
五

日
か
ら

発
売
 

六
十
年
お
年
玉
付
き
年
賀
は

が
き
が
、
十
一
月
五
日

（月
）
 

か
ら
郵
便
局
の
窓
口
及
び
郵
便
 
 

切
手
売
捌
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

発
行
さ
れ
る
年
賀
は
が
き
は
、
 

昨
年
に
続
い
て
一
枚
四
十
五
円

の
寄
付
金
付
き
は
裏
面
に
絵
柄

を
意
匠
し
た
も
の
三
種
類
発
行
。
 

こ
の
う
ち

一
種
は
地
方
版
 

（
東北
版
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
枚
四
十
円
と
合
わ
せ
て
四

種
類
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

親
し
い
人
に
、
大
切
な
人
に

心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
を
出
し

ま
し
ょ

・フ
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

ー
新

会
員
を

募
集
 

し

て
い

ま
す

ー
 

五
所
川
原
地
区
B
B
s
会

不
幸
に
し
て
非
行
に
走
っ
た

少
年
、
少
女
を
対
象
に
そ
の
更

生
を
手
助
け
出
来
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
 

▽
連
絡
先
 
市
青
少
年
対
策

室
（
。
三
五
ー
二
一

一
一
 
内

線
三
五
五
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

県統計大会 

‘伊藤さんらに知事賞 



昭和60年度 

青森県営農大学校 

成人病の早期発見 

40歳からの健康診査 

募 

昭和59年（1984年）11月1日 
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農業に従事し、又は従事しようとする青年に対し、農

業に関する高度な技術及び経営管理能力を習得させ、農

業の振興に貢献することができる優れた農業者を育成す

る大学校です。 

レ募集人員 

課 	程 専 攻 コ 	ー 	ス 募集人員 

畑作園芸 
（定員 25名） 

0露地野菜（畑作を含むJ ＋稲作 
0施設園芸（花きを含むJ ＋稲作 

7
男
 

0・
 
名
女
 

果 	樹 
（定員 25名） 

〇り んご ＋ 稲 	作 
0 」般果樹 ＋ 稲 	作 

畜 	産 
（定員 20名） 

○酪 	農 ＋ 稲 	作 
○肉 	牛 ＋ 稲 	作 
0養 	豚 ＋ 稲 	作 

レ応募資格 学校教育法による高等学校を卒業した者 

（昭和60年 3 月卒業見込みの者を含む）または、これと同 

等以上の学力を有する者。 

D修業年限 2 年（全寮制） 

レ出願手続 昭和60年1月21日（月）から 2 月 6 日（水） 

レ入校試験 

(1）期日 昭和60年 2 月20日（水） 

(2）場所 青森県営農大学校 

レ合格者の発表 昭和60年 3 月 1日（金） 本人に通 

知します。 

レ間い合わせ先 学生募集要項、その他詳しいことを 

知りたい方は「青森県営農大学校、廿0176-62-----31 
11番」へどうぞ。 

住所〒039-25 上北郡七戸町字大沢48- 8番地 

青森県農業大学校 
ー 

	

	レ教育の目的 農業に関する専門的な知識と技術を修 

r  得させ、農業経営の改善と農家生活の向上に貢献する農

業技術指導者を養成するものです。 

D修業年限 2 カ年 

レ受験資格 高卒または高卒以上の学力を有する者 

D試験の期日及び場所 

広 	（ 1） 昭和60年 3 月12日（火）・13日（水）の 2 日間 

報 	（ 2）場所 黒石市境松一の一 青森県農業大学校 

紙 	ン試験科目 数学（I）・国認1）・現代社会・作文 

の 	レ間い合わせ先 学生募集要項、その他詳しいことを

早 知りたい方は「青森県農業大学校教務課、廿0172-52 
期 4315番」へどうぞ。 

市では40歳以上の方を対象に成人病の早期発見を目的 

とした一般健康診査を実施しております。 

対象の方はぜひ受けるようにしてください。 

ロ職場等で健康診査を受けられる方は除きます。 

レ実施期間 昭和59年10月22日（月）から11月30日（金）ま 

レ時間 午前10時から午後 3時まで ただし、西北中央 

病院は午前11時まで。 

ン申込み先 直接医療機関窓口で申し込んでください。 

レ診査内容 問診、身体計測、理学的検査（打診、聴診

触診）血圧測定、検尿。 

また、医師が必要と判定した場合は精密診査が受けら

れます。 

レ診査料金 一般健康診査無料 精密診査1,000円なお、 

70歳以 Iiの方、生活保護受給者、市民税非課税世帯の方

は無料となりますので医療機関で申し出てください。 

レ間い合わせ先 市衛生課予防衛生係（35- 2111 内線 

272番） 

乳幼児の健康診査 × 

レ受付時間 午後1時から 1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児健 

診は、尿検査もありますので、当日小びんに尿を入れて 

持ってきてください。 

レ注意 病気療養中のお子さんはご遠慮願います。 

尚、 6 カ月児、 1歳児は健康相談のみです。 

レ場所 市保健センター（旧警察署跡） 

月 	令 対 	象 	児 と 	き 

3 	カ 	月 児 S 59 年 7 月 生 れ 11月13日（火） 

6 	カ 	月 児 S 59 年 4 月 生 れ 11月20日（火） 
1 	歳 	児 S 58 年 10 月 生 れ 11月26日（月） 
1歳 6 カ月児 S 58 年 5 月 生 れ 11月27日（火） 

3 	歳 	児 S 56 年 7 月 生 れ 11月15日（木） 

テレビ・防災キャンペーン 

青森放送（RAB）毎週木曜日10: 45-10: 50 
放送日 ご存じですか 一防災ミニ百科一 

11 / 15 火災篇 思わぬところから火事ノ 

11 / 22 ク 昭和59年、消防白書は語る（予定） 

11 / 29 ク 秋の火災予防運動 

農
農
 

戸 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

瓦
 

▽
受
付
期
間
 
受

け
付
け
は
、
 

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

▽
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を

有
し
、
採
用
予
定
日
の
一
日
現

在
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
。
 

▽
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▽
待
過
そ
の
他
 

採
用
の
日
を
も
っ
て
、
二
等

陸
士
、
ニ
等
海
士
、

二
等
空
士

に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所

（
。
三
五ー
二
三

〇
五
番
）
 

二
等

陸
・
海
・
空
士
 

自
衛
官
募
集
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